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ナトリウム冷却高速炉におけるガス巻き込み現象等の気液界面の変動を伴う熱流動現象の可視化・

動力学挙動の解明を目的として液体ナトリウム混相流の可視化計測[1]に関する基礎研究を実施して

いる。本報告ではナトリウム可視化試験装置を用いた液体ナトリウムプール体系における液体 

ナトリウム混相流の動的挙動の可視化に関する試験の結果を報告する。 
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1. 緒言 

現在研究開発が進められるナトリウム冷却高速炉では高出力・小型化に伴う流速増大が予測されており、

ガス巻き込み現象の発生が懸念されている。このため液体ナトリウム混相流の可視化計測が重要である。 

本研究では液体ナトリウム混相流の動的挙動の可視化を目的として、 

真空紫外光を用いた液体ナトリウム可視化試験を試みた。 

2. 実験 

 実験は大阪大学が保有するナトリウム可視化試験装置(図 1)を用いて行

う。本試験装置は波長領域 115~370nm の重水素ランプより成る可視化光学

系と長さ 15m の水平試験部と鉛直試験部を有する液体ナトリウム循環装置

から成る。本研究では試験装置の鉛直試験部を用いて液体ナトリウム 

混相流の動的挙動の可視化に関する試験を実施する。 

液体ナトリウム混相流の動的挙動の可視化及び気泡の分裂・合体モデル[2]の

検証を目指し、150~200℃の液体ナトリウムプール下方からステンレス製の

ガス注入配管(ノズル内径 1mm)を用いてアルゴンガスを注入し、MgF2 窓  図 1 ナトリウム可視化試験装置 

を通じて試験部に真空紫外光を照射し、透過光の 2 次元分布を ICCD カメラで

撮影することで液体ナトリウム中における気液界面の動的挙動、気泡の分裂・

合体の過程の観測及び気泡径・気泡速度等の気液二相流に関するパラメータの

計測を試みる。 

3. 結論                            

 液体ナトリウムプール体系において液体ナトリウム静止液面(液体 Na-Ar 

ガスの気液界面)の可視化試験結果を図 2 に示す。これより液体 Na-Ar ガス 

気液界面の可視化及び界面位置の同定に成功している。気泡の動的挙動  図 2 液体 Na・Ar ガスを透過した 

の可視化に関しては現在実験中であり、講演で実験結果及び結論を報告する。  真空紫外光の 2 次元分布                          
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